
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■笑顔とあたたかさあふれる
未来を創り出す力を育てて
ほしい。 
（おおた教育ビジョン） 

◎ 未来を切り拓くこども 
と 友達を大切にするこども 
う 運動で体をきたえるこども 
ほ 本気で学ぶこども 
よ よく聞き話せるこども 

■地域や家庭の人々と
の交流を通して、自ら
考え、判断し、行動
できる力を高めてほ
しい。 

■研究１年目で、「地域や社会をよくするために何かしてみた
いと思う」、「自分にはよいところがあると思う」、「課題の解
決に向けて自分で考え、自分から取り組んだ」、「友達と話し
合う活動を通して、自分の考えを深めたり、広げたりするこ
とができている」と感じた児童が増加した。 

■「もち味（よさ）を生かして挑戦している」、「タブレット端
末で情報を収集し、自分の考えをまとめ、発表することがで
きる」と感じた児童が減少した。 

■児童が得意なことを見付け、力を発揮してほしい。 
■失敗を恐れずに新たなことに挑戦してほしい。 
■地域とのつながりの中で学んでほしい。 
■体験する楽しさや、伝える面白さを感じてほしい。 
■タブレット端末を自信をもって活用してほしい。 

研究主題設定の理由 
 本校では、児童が豊かな創造性を備えた持続可能な社会の創り手となることを目指してい
る。そのために、知・徳・体の学校の教育目標「とうほよ」の上位目標として、令和６年度よ
り「未来を切り拓くこども」を新たに掲げた。これは、児童が変化の激しい未来社会を主体
的に生きていくために必要な資質・能力を育成するためである。本研究は、この学校の教育目
標を実現するための取組である。そこで本研究では、教育目標の実現の中核としたい大区独自
の教科「おおたの未来づくり」の授業研究を通して研究主題に迫ることとした。 
さらに、本校の特色ある教育活動を支える教科担任制を通して、教科の専門性を生かした質

の高い授業を行い、多面的・多角的な児童理解の促進を図り、複数の教員で学級を見守ること
による学級の安定化を図る取組を生かして本研究を推進したいと考え、副題を設定した。 
以上より、本研究主題を「未来を切り拓く力の育成 ～教科担任制を生かして～」とした。 

目指すこども像設定の理由 
 「未来を切り拓く力」をよりイメージしやすくす
るために、目指すこども像を設定した。本校の教員
が話し合い、「得意なことを生かしてほしい」、「失
敗をおそれずに挑戦する姿勢を育みたい」、「自己肯
定感を高めたい」、「なりたい自分を見付けられるよ
うにしたい」などの意見が出され、「もち味を生か
して挑戦するこども」というこども像を設定した。
自分や他者のよさを生かして主体的に取り組もうと
する態度を身に付けさせたいという願いを込めた。 

※研究１年目に蓄積した中から３つに精選 


